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宮崎演習林研究室

A奥 地天然林の更新施業法に関する研究

柿 原 道 喜 財 津 秀 雄

は し が き

近年,森 林資源の不足に伴ない奥地天然林が利用の対象とな参.そ の結果,伐 跡地の更新方

法が当面の問題として大きくと勢あげ られている。宮崎演習林において も,林 道の開設κ よシ

天然林の開発譲執道にのうは じめ,合 理的凌天然林の更新,施 藁方法の早急な解明の必要に迫

られている。その更新方法としては,天 然更新 による場合 と人工造林による楊合が考え られる。

そζで撃天然更新労法κ虜する研究と人工林育成方法に関する研究 を主要項 籔として,奥 地天
タ

然林の合理的更新施桑方法 をあきらかにずるための各種の試験 調査を実施するとともに,材

積表,澱 そ シ表調製のための資料の収集肇特殊林産物である稚茸の栽培試験も併せ行表つた。

ζれらの研究経過の概要 を試験項傷別に と,ま とめた結果は次のとおりである。

1天 然更新施業試験地の設是

事業的に実行可能 な天然更新の方法 を見出す とともに,天 然林施業の見本林にす るため,

更新のための地持方法溺の施業功程を調べるとともに更新成果を比較 し,き らに天然更新態

と広葉樹2次 林の保育 を行なうζとを目的 として,昭 和40年5月 に,位 置の選定,母 樹,

保残木の選木を行なつたo場 所は2e林 瑳の西部にあり面積は&70baで 。次の6試 験区 よ

参なつているo,

mア カマツ天然下種地持区(サ サ生地 》552ha

{2}〃(無 サy地 》174ha

(3》`eミvガ 天然下種地持区(yサ 生地)O.78ha

{41〃(無 ササ地)a65ha

{5}=ナ ラ2次 林保育区1.40ha

{6}モ ミツガ林保育区{泌1短

"次 に
,各 試験区の試験方法の櫨略を述べれば次の とか シである。

ω アカマツ天然下種地持区(サ サ生地)
を

地持方法 として,全 刈。筋刈,火 入 薬剤散痛,無 処理の5?の 処理をとbあ げ,処 理

溺の更新成績 の比較を行な,。



保残母樹は,本 試験の目的 に したがい,原 則として用材採材率の少 左い孤立型のもの,

tた は利用価値の少ない小径木 を保残するようにした。保残木の閥隔は50mを 限度 と

し,な るべ く健全 なものを尾根筋に保残するように選木 した。

(2)ア カマツ天然下種地持区(無 ササ地)

地持方法 として,全 面掻起,筋 状掻起,筋 状寄せ焼,無 処理の4処 理 をとbあ げ.処

理別の更新成績の比較 を行な う。保残母樹の選定方法は前者 と同様。

(3)モ ミツガ天然下種地持区(サ サ生地)

全刈,筋 刈(東 西方向,南 北方向の2種 類)薬 剤散布,無 処理の5つ の地持方法別の

更新成績の比較 を行 なう。

保残母樹は原Aijとして胸高直径500n以 下のものか用材採材率の少 左いものとした。

また,モ ミ,ツ ガは耐蔭性に富み幼令時の成長がおそいので.区 域内にあるホ径木,稚

樹は保残 して後継樹にす ることとした。凌た.モ ミ,ツ ガの天然更新 には適度の庇蔭が

要求されるので,有 用小径広葉樹 も保残 した。保残する広葉樹は庇蔭度 を考慮 し,な

るべ く通直で良質 なものを選んだ。(現 地の稚樹発生状況 から判断 して.疎 密度がO.4

以上になるように した。)残 存 した広葉樹は次のと夢りである。

コナラ,ミ ズナラ,ハ リギリ,ケ ヤキ,ホ ウノキ,サ ワグル ミ.ヒ メシヤラ.ア カシ

デ,カ ツラ等。 、

(4)モ ミツガ天然下種地持区(無 ササ地)

全面掻起 筋状掻起 無処理 の5つ の処理別の更新成綾の比較 を行 なう。母樹.保 残

木の選定の方法,前 生後継 を保残することは前者 と同様。

(5》 コナラ2次 林保育区'

全面にツル切b,灌 木の除伐 を行なうほか散生す るアカマヅの伐採 を行 なう。1部 分

は1本 立 に間伐する。 』

(6}モ ミ,ツ ガ林保育区

全面にツル切少,灌 木やササ類 を伐除 し林相を整える。

上記の方法による試験地を5年 計画で設定する予定である。

聾 固定標準地による天然生林の成長量調査

天然生林の林分構成の獲移,成 長経過をあきらか興丸るため・昭和55年4月 に演習林内

各所に設定 した固定標準地のうち,サ ワグルミを主 とする広葉樹林2プ ロツ トについて,

昭和59年12月 に試験地設定後第1回 目の測定を行なつた。その結果 をと9tと めると

第 り表に示す とお りである。



第1表5ケ 年間の推移(場 所4林 班 面積0.0625ha)

注()は ㎏ 当 り

5ケ 年間に発生する枯 損量は,本 数で18.7-v2t5%.材 積で5・5・v5・9%で あつて,

材積枯損率は本数の場合に《らべ小さいことが認められた。ζれは,枯 損木は被圧された小

径木に多いζとを示す ものである。また,枯 損樹種は,サ ワグルミは少なく,イ モギ.チ ド

リギ等に多 くみ られた。

E九 州地方の カラマツ林の実態調査

本演習林は標高1000m以 上の高い地域が多いため,造 林樹種 としては,ス ギ.ヒ ノキ,

アカマツよりはむしろカラマツの方が適当でないか と考えられる地区が多い。そ こで.本 演

習に翁けるカラマジ林育成上の資料を得るため,立 地条件の類似する九州中部高山地帯に所

在する国有林海よぴ民有林のカラマツ林の実態調査 を昭和50年 より実施 して きたが.本 年

度においては.測 樹学的な面から九州地方のカラマツ林の特徴の検討,考 察 をこころみた。

その結果は,別 にとりまとめ報告の予定である。

π そ の 他

昭和34年4月 に 壌林班内に設定 したスギ,ヒ ノキ枝打試験地の枝打後6年 目の成長量を

昭和39年 電2月 に測定 した。その結果は目下 とbiと め中である。

間伐の度合がオ ビスギの成長に与える影響 をみるため,5つ の処理(無 処理,20%間 伐
※

40%間 伐)を ラテン方格に組み合せた試験地を,55林 班b小i班(25年 生,ha当b本 数

2,500本,ha当b材 積520㎡)内 に昭和40年2月 に設定 した。

材積表夢よぴほそ り表調製のための資料 とするため,椎 茸原木用に伐採 したミズナラから

70本(胸 高直径6～18em,樹 高5～11m),ス ギ間伐木 よbオ ビスギ105本(胸 高

直径7～150n,樹 高7～17m),ジ スギt50本(胸 高直径5～15en,樹 高5～14

獅)を 抽出,簡 易樹幹析解を実施 した。左お,ミ ズナラについては利用率 も同時に調査 した。

※ 本数間伐率



この場合の利用率は,樵 穿原木用 として利用する部分(原 木長t2m。 未口底径5N40nt

で採材)の 全幹材積に対する比である。

櫛 栽培方法の改善の輌手段として.種 駒の品種尉駅量比較試験地 を25林 瑳に設置 した。

試験の対象にとYあ げた品種は次②9個 である。

宮聴擦駒,明 治f6o5,明 治607,森121,森205.森2o4,森2o5,

森5o%森52o

試験地

九大宮崎演習林天然更新施業,大 藪第1試 験地

宝 試験の欝的

事業的に実行可能な天然更新の方法を見出すとともに,天 然林施業の見本林κす る尭め,

藁新ゆための地欝方法溺に施業功程を調べ・更新成果を比較 しド さらに天然更新地 と広秦樹 .

畿次林の保育を行なうものである。

奮 試験地の設定,位 置むよぴ面積

(1}設 定。測量および母樹,保 残木の選定は,P65年5月2鐵 ～4鼠 に行なS。 各種の

地瘍 母嵐 保残木の測樹は,伐 採 した後1ジ66年5月 頃実施の予定であるe -

{2>位 置は大籔流域,20林 瑳茜部にあb,そ の面積8.7o㎞ で,ζ れを次のよ,に 区画す

るo

《図参照)

勧 アカマツ天然下種地持区

E>サ サ生地5§2㎞,

A)蕪yy地t74ha

缶)モ ㍉ ツガ天然下種地欝区

D)サ サ生地a78ha

F>無 ササ地a65ha

C》=ナ ラ2次 林保育区 象40ha

B)モ ミ,ツ ガ保育区a61ha

誓 試 験 方 法

鋤 アカマツ天下,サ サ生地



全刈,筋 刈 火入,薬 剤散布,対 照,の5つ の処理を繰返 しうるよう配置する。ササの刈

払はなるべ く夏期発筍後に行なう。筋刈の筋市はtsm刈,tsml残 しの基準 と」 筋の

方向を南北方向にする。

薬剤はクPV-・ ト,ソ …S'1rf当bgrと するb

対照区はササを刈払わないま 」放置する。各処理ごとに功程調査 を行 をう。

ω アカrrツ天下.無 ササ地

全面掻起,筋 状掻起 筋状寄せ焼,対 照の4処 理別に繰返 しうるよ,配 置する。掻起 し

は表ギ 曾 層)が 露出す るように行なう・

筋状掻起,巾 は掻起 しtsm,掻 寄せ1.5m,筋 状寄せ焼は上紀巾に掻寄せたものを焼却。

対照区は 自然のま、放置する。

各処理ごとに功程調査 を行 をう。

働 モミ.ツ ガ天℃ ササ生地,

全刈,筋 刈2種,薬 剤散布,対 照,の5処 理別 に繰返 しうるよう配置する。

処理法は働 と同 じであるが,筋 刈の方向を南北 と東西の2種 に区分する。

前生更新樹は保残す る。

各処理ごとに功程調査 を行左 う。

一㈲ モミ,,ガ 天下,無 ササ地

全面掻起 し,筋 状掻起 し,対 照.の5処 理別に繰返 しうるよう配列す る。

灌木や疎生するササを除去するが対照区は自然状態のま 、とす る。

処理方法は鋤 に同じ。

前生更新樹は保残する。

・ 各処理 ごとに功程調査を行なう
。

o'コナヲ保育区

全面にツル切 りと灌木除伐を行攻うほか散生するアカマツは伐採する。

1部 分をt本 立に間伐する。

{B}モ ミ,ツ ガ保育区

全面にツル切 り,灌 木やササ類 を伐除 し林相を整える。

π アカマツ母樹保残基準

普通アカマツ純林に母樹保残作業を取入れ る場合には,優 良形質木をha当bり6～25本

程度保残する。 しか しこの天然生林にはアカマツが少な く尾根筋の所 々に小群状に生育する

に過 ぎず,し か もこれらのアカマツが利用上最 も重要な用材樹種である。 したがつてアカマ



ツのうち,良 質木を母樹に選んで残すときには,伐 採利用木が少なくなり,不 採算林分とな

る公算が大きい。ゆえに本試験の目的に したがい,ア カマツ母樹は.原 則として,用 材採材

率の少 ない孤立型の もの,ま たは、 利用価値の少ない小径木を保残する方針 とする。

保残する母樹間の間隔は,地 形,樹 冠の発達,結 実性の大小 などによつて一律でないが,

その間隔は50mを 限度とL,な るべ く健全なものを尾根筋に保残する方針 として選定 した。

これらの母樹は,こ の区域の林木 を皆伐搬出した後に,位 置,直 径,樹 高 などを測定する

予定である。

Vモ ミ,ツ ガ母樹および保残木の基準

モ ミ,ツ ガの天然更新催は適度の庇蔭が要求されるので,母 樹のほかに庇蔭樹を保残する

必要のある場合が多い。喝ミ.ツ ガ天然更新区域に齢いて も,ア カマツの場合と同様,良 質

大径木を母樹 として保残することは,伐 木利用上 きわめて不利 となる。ゆえにモ ミ,ツ ガの

母樹は,原 則 として胸高直径50en以 下のものか用材採材率の少ないものとする。モミ,ツ

ガは耐蔭性に富み,幼 令時の生長がかそいので,区 域内κある小径木,夢 よぴ,更 新樹は極

力保残 して後継樹 とする方針である。か左り強い庇蔭下に発生 し生育するが,現 地の観察に

よれば,適 度の庇蔭は疎密度a4以 上 と認められる。ゆえにこの程度以上の庇蔭を保つため

直径50a似 下のモミ,ツ ガを残すほかに小径広葉樹を保残する。

保残する広葉樹は庇蔭度を考慮 し,な るべく通直な良質有用広葉樹を保残する方針とする。

有用広葉樹はeぎ の樹種 とする。

iナ ラ,宅 ズナラgハ リギリ,ケ ヤキ,ホ ウノキgサ ワフ1ルξgヒ メシヤラ,ア カジテ,

カツラ,オ 昌グルミ,サ クラ類,シ ナノキガク サ,キ ハダ.電 ズメ,シ オジ,



宮崎演 習林 天然 更新試験地


